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〔第 2第〕 Cyanine系色素による Metachromasia染色
手技と染色所見





























を 5ccの methanolに溶解 し,NK1235は10mg
を10ccの propyleneglycolで加温溶解せしめ,






90%alcoholを 2回通 して分別 し,(/l)純 alcohol






NK77 】 N193 …NK1253
































































て検討 し, toluidineblue及 び azurA につ
いての一つの方式を報告 しており,この方式は





























































































弱陽性反応血液細胞 肝 細 胞形質内頼粒肝細 胞形質内頼粒
賢 覧 等夏雲葺 .胃夏雲等 ･ 胃夏雲芸
翌陽監 ナシ 農鷺宅習 冒急 尿細管細胞
臼 償 監 ･ ナ シ ナシ ]胃′牒 毎
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